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※令和４年９月時点の内容です。今後変更がある可能性があります。 １



自動車検査証の電子化の概要

○ 継続検査等のＯＳＳ申請※を行ってもなお残る自動車検査証の受取りのための来訪を不要とするため、整備事
業者等のＯＳＳ手続代行者において自動車検査証情報を更新できるよう、以下①、②を内容とする道路運送車両
法の関係規定が改正（「道路運送車両法の一部を改正する法律」令和元年５月２４日公布）されたところ。
①自動車検査証をＩＣカード化すること（現行の自動車検査証情報はＩＣチップに記録）
②国からの事務の委託制度を創設すること

○ 令和５年（2023年）１月からの導入を想定し、準備を進めている。 ※ＯＳＳ（ワンストップサービス）による申請
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自動車検査証の記載事項の変更

３

電子車検証の券面に掲載されない事項
〇所有者の氏名・住所
〇使用者の住所、使用の本拠の位置
〇有効期間の満了する日
〇備考欄の一部（牽引車情報など） 等
⇒ICタグに記録

電子車検証にはQR2,QR3が残る電子車検証にはQR2,QR3が残る



自動車検査証の券面記載事項とICタグ記録事項

４

自動車登録番号／車両番号

車名・型式 自動車の種別

用途自家用・事業用の別

交付年月日

車体の形状 総排気量又は定格出力

＜券面記載事項＞

原動機の型式

軸重（前前・前後・後前・後後）

型式

乗車定員／最大積載量

車台番号 使用者の氏名又は名称

⾧さ／幅／高さ

燃料の種類

車両重量／車両総重量
初度登録年月／初度検査年月 車両識別符号（車両ID）※車両ごとに不変の番号として電子化に伴い付与

牽引重量又は第五輪荷重

必要な整備を行うべきことを命じた自動車である旨

破壊試験を行っていない装置を備える自動車である旨

保安基準の緩和をした自動車である旨

道路維持作業用車の灯火を備える自動車である旨

備考欄情報

被牽引自動車である旨 保安上の技術基準についての制限の内容（乗車定員等の制限）

保安上・環境保全上の必要な指示をした自動車である旨

タンク自動車の積載物品名

青色防犯灯を備える自動車である旨

総重量7t以上の貨物自動車にあっては燃料タンクの個数・容量 貸渡自動車（ワンウェイ方式）である旨

軽自動車で最高速度60km/hのうち、高速道路を運行しないものである旨

＜券面非表示事項（ICタグのみ）＞
所有者の氏名・住所 使用者の住所自動車検査証の有効期間 使用の本拠の位置

被牽引自動車にあっては牽引自動車の車名・型式 保安上・環境保全上の必要な指示をした自動車にあっては、その内容
保安基準を緩和した自動車にあってはその内容

備考欄情報

特区法の規定による特殊仕様自動車の内容

牽引自動車にあっては被牽引自動車の車名・型式 キャンピングトレーラーを牽引する自動車にあっては、その総重量

牽引自動車である旨 キャンピングトレーラーを牽引する自動車である旨

※下線の事項は、電子化に伴い「その旨」のみを券面に記載し、具体的な内容はICタグに記録するもの

現行の車検証情報はICタグに全て記録
汎用のカードリーダーで読取可能（読取機能付きスマートフォンにも対応）

※上記は省令において定められている記載事項であり、通達において定められている記載事項については記載を省略している



車検証情報閲覧サービスの概要

○ 電子車検証の券面には、有効期間や使用者住所、所有者情報が記載されないため、ユーザや関係事業
者は、「車検証閲覧アプリ」を活用して当該情報を確認する。
○ 車検証閲覧アプリにより、車検証情報の確認のほか、車検証情報ファイルの出力（PDF等）や車検証情
報以外の情報（リコール情報等）の確認等も可能になる。

車検証情報の閲覧方法

ユーザ等

車検証閲覧アプリの概要

電子車検証①アプリをインストール

②券面に記載されたセキュリティコード※を入力し、 ICタグの読取
※セキュリティコードは電子車検証券面に印字された４桁の数字

③車検証情報の閲覧・車検証情報PDFの出力・リコール情報の表示等
※インターネット接続環境でのみ確認可能な情報もあります

利用開始時期 2023年1月

サービス時間 24時間365日

利用可能者 車検証原本を所持する者又は
提示を受けられる者

利用可能機器 PC、スマートフォン

主な機能 車検証情報の閲覧
⇒車検証券面にない事項の確認が可能

車検証情報ファイルの出力・保存（オンラインのみ）
⇒OSS申請や各社システムでの利活用が可能

リコール情報等の確認（オンラインのみ）
⇒車検受付時に事前に確認が可能

５

車検証閲覧アプリ



車検証閲覧アプリのオンラインモード・オフラインモード

６

項番 情報 説明

1 車検証情報 現行車検証と同等の情報を画面に表示する。

2 リコール情報 当該車両に対し、MOTASに登録されたリコール情報を画面に表示する。*2

3 放置違反金情報*3 当該車両に対し、MOTASで保持している放置違反金等滞納情報を画面に表示する。

4 QRコード 現行車検証のQRコード2,3を画面に表示する。*4

*1: MOTASから「閲覧アプリサーバー」への情報の同期は1日1回のため、「リコール情報」と「放置違反金情報」については
MOTAS情報の更新から閲覧可能となるまで1日タイムラグが存在。

*2:リコール届出から一定期間（約1年）経過後に未改修の車両を登録するため、閲覧可能となるまでタイムラグがある。
*3:表示対象とする方向で調整中。
*4:前ページ（ 【参考】二次元コード、セキュリティコード）を参照。

○ 車検証閲覧アプリには「オンライン」・「オフライン」の2つのモードがある。
・オンライン:インターネット通信が可能な場合における、車検証閲覧アプリの動作モード
ICタグから読み取った情報を元に、「閲覧アプリサーバー」*1から情報を取得
・オフライン:インターネット通信環境が無い場合における、車検証閲覧アプリの動作モード
ICタグ記録情報を読み取りのみ

項番 情報 説明

1 ICタグ記録情報 電子車検証ICタグに記録された情報を画面に表示する。
※タグ容量の制約から、全ての備考欄情報を記録できない車両が一部存在する。

その場合はICタグ記録情報の末尾に未記録情報があることを明記する。

① オンラインモードにおける表示項目

② オフラインモードにおける表示項目



車検証閲覧アプリ画面イメージ

７

※国交省が開発中の一般向けアプリのイメージです



アプリによるデータ出力イメージ（オンラインモード）

８

※国交省が開発中の一般向けアプリのイメージです

json, XML形式（データ形式）
ファイル出力

PDF出力

作り込みにより
外部システムに
取り込み可能

二次元コード表示

json形式

XML形式

※csv形式も追加対応予定


